
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
四
十
号
（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
に
基
づ
く

　

本
人
確
認
情
報
の
開
示
に
係
る
費
用
等
）
の
一
部
改
正 

（
市　
町　
村　
課
）　

　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定 

（
社
会
福
祉
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

三

〇
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部

　

改
正 

（
農
業
振
興
課
）　

　

三

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

四

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分 

（
農
村
整
備
課
）　

　

四

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

四

〇
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定 

（
用　

地　

課
）　

　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
四
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

六

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

八

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
三
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
八
件
） 

（
下　
水　
道　
課
）　

　

九

〇
建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

　

正
す
る
告
示 

（
契　

約　

課
）　

一
二

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
契　

約　

課
）　

一
三

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

一
三

〇
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
就
任 

一
三

〇
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者
の
指
定 

一
四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
訂
正 

一
四

 
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
に
基
づ
く
公
聴
会
の
開
催 

一
四

 
雑

報

〇
仙
台
松
島
道
路
（
第
Ⅴ
期
）
工
事
の
全
部
完
了
及
び
料
金
徴
収
期
間
の
公
告 

一
四

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
三
二
号
中 

一
五

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
六
号
中 

一
五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号

　

平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
四
十
号
（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
開
示
に
係
る

費
用
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関

と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

通
所
介
護

 

（1）　 平成20年３月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1945号　　 

発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)



二　

短
期
入
所
生
活
介
護

三　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

四　

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

五　

介
護
予
防
通
所
介
護

六　

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
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事　

業　

所　

の　

名　

称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三－

二

申

請

者

の

名

称

有
限
会
社
穂
乃
香

申

請

者

の

所

在

地

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三－

二

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
き
た
か
み

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
北
上
町
橋
浦
字
大
須
二
百
三
十
四
番
地

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
み
や
ぎ
会

申

請

者

の

所

在

地

青
森
県
八
戸
市
尻
内
町
字
鴨
ヶ
池
九
十
六－

三

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
た
か
み

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
村
伝
さ
い
ち

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
北
上
町
橋
浦
字
大
須
二
百
三
十
四
番
地

気
仙
沼
市
長
磯
後
沢
八
十
二
番
地
三

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
み
や
ぎ
会

有
限
会
社
村
伝

申

請

者

の

所

在

地

青
森
県
八
戸
市
尻
内
町
字
鴨
ヶ
池
九
十
六－

三

気
仙
沼
市
八
日
町
二
丁
目
三
番
五
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
日

平
成
二
十
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
所
宮

城
県
偕
楽
園

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
前
沢
三
十
一－

一

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福

祉
協
議
会

申

請

者

の

所

在

地

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
三
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三－

二

申

請

者

の

名

称

有
限
会
社
穂
乃
香

申

請

者

の

所

在

地

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三－

二

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
き
た
か
み

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
北
上
町
橋
浦
字
大
須
二
百
三
十
四
番
地

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
み
や
ぎ
会

申

請

者

の

所

在

地

青
森
県
八
戸
市
尻
内
町
字
鴨
ヶ
池
九
十
六－

三

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
日



七　

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

八　

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
及
び
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
、
大
河
原
地
方
振
興
事

務
所
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

仙
台
市

　

仙
台
市
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
地
域
第
一
号
中
「
余
目
南
（
一
番
一
か
ら
七
七
番
四
ま
で
、
八
九
番
か
ら
一
四
二
番
二

ま
で
）」
を
「
余
目
南
（
一
番
一
か
ら
七
七
番
四
ま
で
、
八
九
番
か
ら
九
六
番
ま
で
、
九
七
番
一
、
九
八
番
一
、
九
九

番
一
、
一
〇
〇
番
、
一
〇
〇
番
一
、
一
〇
〇
番
二
、
一
〇
一
番
、
一
〇
二
番
一
、
一
〇
三
番
一
か
ら
一
〇
三
番
三
ま
で
、

一
〇
四
番
か
ら
一
四
二
番
二
ま
で
）」
に
改
め
る
。

　

同
地
域
第
八
号
中
「
田
子
西
（
一
番
か
ら
一
〇
九
番
ま
で
、
一
一
二
番
一
か
ら
一
一
六
番
三
ま
で
、
一
二
二
番
一
、

一
二
二
番
二
、
一
二
四
番
か
ら
一
五
五
番
ま
で
、
一
六
一
番
、
一
六
三
番
か
ら
一
七
一
番
二
ま
で
、
一
七
四
番
か
ら
一

八
五
番
三
ま
で
、
一
八
八
番
一
か
ら
二
〇
一
番
ま
で
、
二
〇
三
番
か
ら
二
一
四
番
ま
で
、
二
一
六
番
一
か
ら
二
三
六
番

ま
で
、
二
三
八
番
か
ら
二
六
三
番
一
ま
で
、
二
六
六
番
一
か
ら
二
七
〇
番
ま
で
）」
を
「
田
子
西
（
一
番
か
ら
八
九
番

ま
で
、
九
六
番
三
、
一
三
六
番
一
か
ら
一
四
一
番
三
ま
で
、
一
七
一
番
一
、
一
七
一
番
二
、
一
七
四
番
か
ら
一
七
九
番

ま
で
、
一
八
八
番
二
、
一
九
〇
番
二
、
一
九
六
番
三
、
一
九
七
番
、
二
〇
三
番
か
ら
二
〇
七
番
ま
で
、
二
一
二
番
、
二

一
三
番
、
二
一
八
番
二
か
ら
二
二
〇
番
ま
で
、
二
二
五
番
か
ら
二
二
七
番
ま
で
、
二
四
六
番
、
二
四
七
番
、
二
五
〇
番

か
ら
二
六
〇
番
ま
で
、
二
六
三
番
一
、
二
六
九
番
、
二
七
〇
番
）」
に
改
め
、「
中
坪
（
三
三
番
、
三
四
番
、
四
二
番
か

ら
四
七
番
二
ま
で
、
五
四
番
一
か
ら
六
一
番
三
ま
で
、
六
七
番
一
か
ら
七
六
番
ま
で
、
八
二
番
か
ら
九
二
番
二
ま
で
、

一
〇
二
番
一
か
ら
一
一
七
番
ま
で
、
一
二
五
番
か
ら
一
二
七
番
ま
で
、
一
三
〇
番
、
一
三
一
番
）」
を
削
る
。

村
田
町

　

村
田
町
の
う
ち
次
の
区
域
を
除
く
区
域
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

大
字
沼
辺
字
小
谷
地
一
番
、
二
番
、
三
番
、
四
番
、
五
番
、
六
番
、
七
番
、
八
番
、
九
番
、
十
番
、
十
一
番
、
十
二

番
、
一
三
番
、
十
五
番
、
十
六
番
、
十
七
番
、
十
八
番
、
十
九
番
、
二
十
番
、
二
十
一
番
、
二
十
二
番
、
二
十
三
番
、

二
十
四
番
、
二
十
五
番
、
二
十
六
番
、
二
十
七
番
、
二
十
八
番
、
二
十
九
番
、
三
十
番
、
三
十
一
番
、
三
十
二
番
、
三
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事　

業　

所　

の　

名　

称

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
所
宮

城
県
偕
楽
園

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
前
沢
三
十
一－

一

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福

祉
協
議
会

申

請

者

の

所

在

地

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
三
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
た
か
み

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
村
伝
さ
い
ち

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
北
上
町
橋
浦
字
大
須
二
百
三
十
四
番
地

気
仙
沼
市
長
磯
後
沢
八
十
二
番
地
三

申

請

者

の

名

称

社
会
福
祉
法
人
み
や
ぎ
会

有
限
会
社
村
伝

申

請

者

の

所

在

地

青
森
県
八
戸
市
尻
内
町
字
鴨
ヶ
池
九
十
六－

三

気
仙
沼
市
八
日
町
二
丁
目
三
番
五
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
日

平
成
二
十
年
二
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
四
〇
〇
六
九
六

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

セ
ン
ト
ケ
ア
長
町

仙
台
市
太
白
区
富
沢
三
丁
目
七

番
二
号　

三
共
事
務
所
一
Ｆ

設　

置

者

名

セ
ン
ト
ケ
ア
宮
城
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
二
十
九
日



十
三
番
、
三
十
四
番
、
三
十
五
番
、
三
十
六
番
、
三
十
七
番
、
三
十
八
番
、
三
十
九
番
、
四
十
番
、
四
十
一
番
、
四
十

四
番
、
四
十
五
番
、
四
十
六
番
、
四
十
七
番
、
四
十
八
番
、
四
十
九
番
、
五
十
番
、
五
十
一
番
、
五
十
二
番
、
五
十
三

番
、
五
十
四
番
、
五
十
五
番
、
五
十
六
番
、
五
十
七
番
、
五
十
八
番
、
五
十
九
番
、
六
十
番
、
六
十
一
番
、
六
十
二
番
、

六
十
三
番
、
六
十
四
番
、
六
十
五
番
、
六
十
六
番
、
六
十
七
番
、
百
二
十
五
番
、
百
二
十
六
番
、
百
二
十
七
番
、
百
二

十
八
番
一
、
百
三
十
番
一
、
百
三
十
一
番
一
、
百
三
十
四
番
、
百
三
十
五
番
、
百
三
十
六
番
、
百
三
十
七
番
、
百
三
十

八
番
、
百
三
十
九
番
、
百
四
十
番
、
百
四
十
一
番
、
百
四
十
二
番
、
百
四
十
三
番
、
百
四
十
四
番
、
百
四
十
五
番
、
百

四
十
六
番
、
百
四
十
七
番

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号

　

県
営
一
本
杉
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称　
　

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
年
四
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所
及
び
栗
原
市
一
迫
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区

　
　

桃
生
町
８
期
地
区

二　

換
地
処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
十
九
日

二　

商
号
又
は
名
称
等
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商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
ヤ
マ
サ

小
川　

勇
樹

有
限
会
社
コ
ロ
ナ

通
信
機
製
作
所

大
勝　

浩
三

株
式
会
社
尾
形
産

業尾
形　

七
郎

有
限
会
社
宮
城
殖

産佐
々
木
良
雄

有
限
会
社
小
野
寺

土
木
小
野
寺　

敏

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

栗
原
市
栗
駒
中
野
田
町
西

百
九
十
八－

二

仙
台
市
太
白
区
東
中
田
四

丁
目
十
一－

十

東
松
島
市
野
蒜
字
洲
崎
七

十
一－

八
十
四

登
米
市
豊
里
町
浦
軒
十
九

登
米
市
中
田
町
上
沼
字
大

泉
門
畑
二
十
六

建

設

業

許

可

番

号

般－

十
八

第
三
百
六
十
四

号般－

十
九

第
千
六
百
八
十

号般－

十
八

第
七
千
八
百
九

十
八
号

般－

十
八

第
一
万
千
五
百

三
十
八
号

般－

十
九

第
一
万
千
七
百

九
十
七
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

電
気
通
信
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

造
園
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

左
官
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

鉄
筋
工
事
業

　

板
金
工
事
業

　

ガ
ラ
ス
工
事
業　

　

塗
装
工
事
業

　

防
水
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

　

熱
絶
縁
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
年

 

二
月
十
五
日

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
年

 

三
月
三
日



三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の

認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

起
業
者
の
名
称　

株
式
会
社
石
巻
青
果

二　

事
業
の
種
類　

（
仮
称
）
石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
建
設
事
業
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
並
び
に
こ
れ

ら
に
伴
う
市
道
付
替
工
事
、
農
業
用
道
路
及
び
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事

三　

起
業
地

　

１　

収
用
の
部
分　

宮
城
県
東
松
島
市
赤
井
字
南
三
地
内

　

２　

使
用
の
部
分　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　

１　

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　

（
仮
称
）
石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
建
設
事
業
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
並
び
に
こ
れ
ら
に
伴
う
市

道
付
替
工
事
、
農
業
用
道
路
及
び
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、（
仮

称
）
石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
建
設
事
業
（
以
下
「
本
体
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
三
条
第
二
十
八
号

に
掲
げ
る
「
卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
に
よ
る
地
方
卸
売
市
場
」
に
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
本
体
事
業
に
伴
う
附
帯
工
事
と
し
て
行
う
防
災
調
整
池
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
十
五
号
に
該
当
す
る
。

　

さ
ら
に
、
本
体
事
業
及
び
附
帯
工
事
の
施
行
に
よ
り
従
来
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
市
道
付
替
工
事
、
農
業

用
道
路
及
び
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事
（
以
下
「
関
連
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
三
条
第
一
号
及
び
第
五

号
に
該
当
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

２　

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
の
起
業
者
は
、
卸
売
市
場
法
第
五
十
五
条
に
基
づ
く
開
設
の
許
可
を
石
巻
市
か
ら
譲
り
受
け
る
こ
と

に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日
に
宮
城
県
知
事
か
ら
許
可
を
受
け
、
同
年
二
月
よ
り
民
設
民
営
市
場
と

し
て
開
設
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
金
と
借
入
金
に
よ
り
調
達
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
起
業
者
は
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
、
法
第
二
十

条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

３　

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　
　
�
　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
に
つ
い
て

　

石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
（
以
下
「
本
市
場
」
と
い
う
。）
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
公
設
石
巻
市
青
果

地
方
卸
売
市
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
花
き
部
を
併
設
し
て
以
来
、
石
巻
流
通
圏
の
青
果
・

花
き
の
拠
点
総
合
市
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
平
成
十
七
年
二
月
に
は
、
公
設
か
ら
民
設
民
営
市

場
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
取
扱
規
模
は
、
年
間
約
百
五
十
億
円
で
全
国
有
数
の
地
方
卸
売
市
場
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
十
八
年
に
は
、
宮
城
県
の
地
域
拠
点
市
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
園
芸
特
産
品
の
基
幹

流
通
拠
点
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
公
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

平
成
十
八
年
三
月
に
見
直
さ
れ
た
「
み
や
ぎ
食
と
農
の
県
民
条
例
基
本
計
画
」
の
重
点
振
興
項
目
に
お
い
て

は
、
新
し
い
生
産
技
術
及
び
流
通
拠
点
の
整
備
に
よ
る
園
芸
の
振
興
が
掲
げ
ら
れ
、
地
域
拠
点
市
場
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
本
市
場
の
整
備
の
促
進
が
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、
地
域
の
農
業
振
興
の
面
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有
限
会
社
セ
イ
コ

ウ
建
設

佐
々
木
喜
信

有
限
会
社
グ
リ
ー

ン
み
ち
の
く

中
目　

素
行

有
限
会
社
涌
谷
土

地平
田　

哲
也

有
限
会
社
江
栄
電

業
舎
堀
江　

倉
一

夢
信
有
限
会
社

�
牟�
紀
久

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字

赤
渋
八
十
六－

二

大
崎
市
古
川
北
宮
澤
字
袖

沢
八
十
三

遠
田
郡
涌
谷
町
字
本
町
十

一仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字

牛
小
舎
三
十
二－

十
五

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
千
代

二
丁
目
十－

十

般－

十
八

第
一
万
四
千
二

百
二
号

般－

十
八

第
一
万
四
千
三

百
十
四
号

般－

十
七

第
一
万
五
千
八

百
九
十
七
号

般－
十
六

第
一
万
七
千
二

百
四
十
三
号

般－

十
七

第
一
万
七
千
五

百
六
十
三
号

　

建
具
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

石
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

建
築
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

管
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

管
工
事
業

　

消
防
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

大
工
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
一
日

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
日

平
成
二
十
年

 

二
月
十
九
日

平
成
二
十
年

 

二
月
二
十
一
日



か
ら
も
本
市
場
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
次
宮
城
県
卸
売
市
場
整
備
計
画
に
お
い
て
も
効

率
的
で
機
動
的
な
、
か
つ
高
速
交
通
時
代
に
即
し
た
市
場
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
施
設
は
、
老
朽
化
・
狭
あ
い
化
が
著
し
く
、
雨
漏
り
や
露
天
下
の
荷
捌
搬
送
な
ど
に
よ
り

品
質
管
理
面
の
問
題
が
発
生
し
、
ま
た
、
場
内
動
線
が
交
錯
し
て
い
る
た
め
危
険
で
作
業
効
率
の
悪
化
も
招
い

て
い
る
。
更
に
は
、
市
場
の
出
入
口
の
あ
る
国
道
四
十
五
号
は
、
片
側
一
車
線
で
交
通
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、

大
型
車
な
ど
の
出
入
に
際
し
、
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
な
ど
安
全
面
、
交
通
面
で
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
市
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
現
在
の
敷
地
を
拡
張
し
て
行
う
こ
と
は
、
支
障
と
な
る
一
般

住
宅
等
が
多
く
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
敷
地
外
へ
の
移
転
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
体
事
業
の
事
業
計
画
は
、
平
成
二
十
年
三
月
十
九
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
事
業
計
画

の
基
本
的
内
容
は
、
当
該
都
市
計
画
と
整
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
石
巻
流
通
圏
の
拠
点
総
合
市
場
と
し
て
求
め
ら
れ
る
効
率
的
で
機
動
的
な
、
か
つ

高
速
交
通
時
代
に
即
し
た
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
新
鮮
で
安
全
、
安
心
な
商
品

の
よ
り
安
定
的
な
供
給
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
園
芸
振
興
へ
の
寄
与
も
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
消
費
者
、
生
産

者
双
方
が
受
け
る
利
益
は
大
き
く
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
の
起
業
地
に
お
い
て
、
希
少
動
植
物
や
文
化
財
等
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
工
事
施
工
中

の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
騒
音
規
制
法
に
定
め
る
規
制
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
か
ら
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　
　
�
　

代
替
案
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
を
現
在
の
敷
地
を
拡
張
し
て
行
う
こ
と
は
、
支
障
と
な
る
一
般
住
宅
が
多
く
社
会
的
な
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
敷
地
外
へ
の
移
転
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
立
地
環
境
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況
、
周
辺
へ
の
影
響
等
を

考
慮
し
て
選
定
さ
れ
た
四
候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に

勘
案
し
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
卸
売
市
場
敷
地
と
し
て
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
位
置
が
決
定
さ
れ
て
お

り
合
理
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

比
較
衡
量

　
�
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と�
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の

施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に�
で
述
べ
た
と

お
り
本
件
事
業
の
起
業
地
は
代
替
案
と
比
較
し
て
合
理
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第

三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

４　

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　
　
�
　

本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
に
つ
い
て

　

現
市
場
は
、
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
が
著
し
く
、
雨
漏
り
や
露
天
下
の
荷
捌
搬
送
の
た
め
商
品
の
品
質
管
理
面

に
問
題
が
発
生
し
、
ま
た
、
場
内
動
線
が
交
錯
し
作
業
の
安
全
性
、
効
率
性
に
も
問
題
が
あ
る
。
生
産
者
な
ど

市
場
関
係
者
か
ら
は
、
早
急
な
施
設
整
備
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性
に
つ
い
て

　

本
体
事
業
、
附
帯
工
事
及
び
関
連
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
施
設
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
恒
久
的
に
設
置
さ
れ
る
施
設
の
用
に
供

す
る
起
業
地
の
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

５　

結
論

　

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五　

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所　

東
松
島
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
崎

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

百
八
号

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
三
九
番
二
地
先
か
ら

同
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
三
七
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
七
・
六
〜

 

二
八
・
〇

二
八
・
〇
〜四
六
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

六
〇
・
〇

六
〇
・
〇



〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
河
原
高
倉
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

愛
島
名
取
線

三　

道
路
の
区
域

 

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

杉
ヶ
袋
増
田
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
崎

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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変　

更　

の　

区　

間

角
田
市
毛
萱
字
堂
ノ
入
三
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
毛
萱
字
熊
野
堂
三
五
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
・
〇
〜

 

五
四
・
五

　

六
・
五
〜

二
二
・
〇

一
〇
・
〇
〜

 

五
四
・
五

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
六
七
・
〇

二
五
〇
・
〇

四
六
七
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

変　

更　

の　

区　

間

名
取
市
愛
島
笠
島
字
一
本
木
二
五
六
番
四
地

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

二
五
・
〇
〜

 

八
〇
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
、
四
九
八
・
四

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

先
か
ら

同
市
愛
島
小
豆
島
字
宇
賀
崎
無
番
地
先
ま
で

　

Ｂ
後
Ａ

一
〇
・
八
〜

二
二
・
八

二
五
・
〇
〜

 

八
〇
・
〇

一
、
一
一
五
・
五

一
、
四
九
八
・
四

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

変　

更　

の　

区　

間

名
取
市
杉
ヶ
袋
字
横
手
五
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
増
田
二
丁
目
三
三
八
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

八
・
〇
〜

 

一
〇
六
・
〇

　

八
・
〇
〜

二
八
・
〇

　

八
・
〇
〜

 

一
〇
六
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

五
、
一
四
四
・
四

三
、
七
一
八
・
六

五
、
一
四
四
・
四

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

百
八
号

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
三
九
番
二
地
先
か
ら

同
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
三
七
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
年

三
月
二
十
八
日



〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　

な
お
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に

つ
い
て
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　

１　

市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
字
田
子
西
、
同
字
中
坪
、
同
字
西
田
、
岩
切
字
余
目
南
、
同
字
引
目
の
各
一
部

　

２　

市
街
化
区
域
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

角
田
市
町
尻
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

角
田
市
角
田
字
大
坊
四
十
一
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
七
年
六
月
十
二
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

岩
沼
市
三
色
吉
南
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

岩
沼
市
三
色
吉
字
鶴
五
番
地
の
一

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
一
年
十
一
月
四
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

鹿
島
台
町
巳
待
田
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字
巳
待
田
五
百
九
十
三
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
五
年
二
月
十
四
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称
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三
・
四
・
百
三
号　

北
浜
沢
乙
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
百
七
十
五
号　

三
軒
茶
屋
岩
沼
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
河
南
町
」
を
「
石
巻
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　

「
石
巻
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
及
び
「
河
南
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
を
「
石
巻
市
流
域
関
連
公
共
下

水
道
」
に
変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
四
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
四
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二

十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し　

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
河
北
町
」
を
「
石
巻
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業
及
び
河
北
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　

「
石
巻
市
東
部
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
及
び
「
河
北
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
を
「
石
巻
市
東
部
流
域
関
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連
公
共
下
水
道
」
に
変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し　

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
河
北
町
」
を
「
石
巻
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

河
北
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

「
河
北
町
公
共
下
水
道
」
を
「
石
巻
市
公
共
下
水
道
」
に
変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
七
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
七
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
鹿
島
台
町
」
及
び
「
三
本
木
町
」
を
「
大
崎
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

鹿
島
台
都
市
計
画
下
水
道
事
業
及
び
古
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　

「
鹿
島
台
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
及
び
「
三
本
木
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
を
「
大
崎
市
流
域
関
連
公

共
下
水
道
」
に
変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
五
十
八
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
八
年
一
月
七
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を

「
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

「
な
し
」
及
び
「
変
更
な
し
」

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

七
ヶ
浜
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称
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七
ヶ
浜
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
七
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

利
府
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

利
府
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
小
牛
田
町
」
を
「
美
里
町
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

小
牛
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

「
小
牛
田
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
を
「
美
里
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
に
変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
二
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

女
川
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

女
川
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間
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「
平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
四

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
二
項
の
Ｃ
表�
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
項
中
「
）

電
気
電
子
部
門
建
設
部
門

」
の
下
に
「

上
下
水

道
部
門

（選
択
科
目
を
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
又
は
下
水
道
と
す
る
も
の
に
限
る

）」
を
、「機

械
部
門

電
気
電

子
部
門

建
設
部
門

」
の
下
に
「

上
下
水
道
部
門

」
を
、「に
あ
っ
て
は

機
械
設
計

流
体
工
学
又
は
交
通
・
物

流
機
械
及
び
建
設
機
械

」
の
下
に
「

上
下
水
道
部
門
に
あ
っ
て
は
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
又
は
下
水
道

」
を
加
え

る
。

　

様
式
第
二
号
中

，
，

，

。
，

，
，

，
，

，

を
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建
 
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

測
　
　
　
　
量

「

技
　
　
術
　
　
士

測
量
士
補

測
量

士
森

林
農

業
建

設
電
気
電
子

機
械
部
門

建
　 設
 　コ
　 ン
　 サ
　 ル
 　タ
 　ン
　 ト
　

第
１
種
伝
送
交

換
主
任
技
術
者

第
１
種
電
気

主
任
技
術
者

環
境
計
量
士

１
級
土
木
施

工
管
理
技
士

技
　
　
術
　
　
士

応
用
理
学

情
報
工
学

水
産

地
　
　
質
　
　
調
　
　
査

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

そ
の
他

地
質
調
査
技
士

技
　
　
術
　
　
士

そ
の
他

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

線
路
主
任

技
術

者
応
用
理
学

建
設

建
　
築
　
設
　
計

補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

建
築
設
備
資
格
者

１
級
建
築
士

そ
の
他

補
償
業
務
管
理
士

司
法
書
士

土
地
家
屋
調
査
士

不
動
産
鑑
定
士

」

合
計

そ
の
他
の
職
員

建
　
築
　
設
　
計

建
築
積
算
資
格
者

２
級
建
築
士

建
 
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

測
　
　
　
　
量

「

技
　
　
術
　
　
士

測
量
士
補

測
量

士
農

業
上
下
水
道

建
設

電
気
電
子

機
械



に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
工
事
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
保
守
業
務　

一

式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
三
月
十
八
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド
株
式
会
社　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
六
番
十
一
号

五　

落
札
金
額　

一
億
一
千
七
百
十
八
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
年
一
月
二
十
九
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
八
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
医
療
法
人
育
正
会
赤
坂
病
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

医
療
法
人
啓
仁
会
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院　
　
　

同　

市
広
渕
字
焼
巻
二
番
地

　

別
表
第
二
ケ
ア
ハ
ウ
ス
そ
れ
い
ゆ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

ニ
チ
イ
の
き
ら
め
き
仙
台
松
森　
　
　
　
　
　

同　

市
泉
区
松
森
字
台
九
十
五
番
地
一

　

別
表
第
二
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
園
が
丘
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ざ
お
う
の
杜　
　
　
　

同　

郡
蔵
王
町
曲
竹
大
字
田
中
四
十
八
番
地
一

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
九
号

　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
開
催
の
委
員
会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百

八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
次
の
者
が
委
員
長
に
就
任
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　

（
氏　
　
　

名
）　

　
　

（
生　

年　

月　

日
）　

　

（　

住　
　
　
　
　
　

所　

）
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建
 　設
　 コ
　 ン
　 サ
　 ル
　 タ
　 ン
　 ト

第
１
種
電
気

主
任
技
術
者

環
境
計
量
士

１
級
土
木
施

工
管
理
技
士

技
　
　
術
　
　
士

応
用
理
学

情
報
工
学

水
　
　
産

森
林

地
　
　
質
　
　
調
　
　
査

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

地
質
調
査
技
士

技
　
　
術
　
　
士

そ
の
他

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

線
路
主
任

技
術

者
第
１
種
伝
送
交

換
主
任
技
術
者

応
用
理
学

建
設

建
 築
 設
 計

補
償
 コ
 ン
 サ
 ル
 タ
 ン
 ト

地
 質
 調
 査

１
級
建
築
士

そ
の
他

補
償
業
務
管
理
士

司
法
書
士

土
地
家
屋
調
査
士

不
動
産
鑑
定
士

そ
の

他

」

合
計

そ
の
他
の
職
員

建
　
　
築
　
　
設
　
　
計建
築
積
算
資
格
者

２
級
建
築
士

建
築
設
備
資
格
者



　
　

佐　

藤　

健　

一　
　
　

昭
和
十
五
年
八
月
八
日　
　

仙
台
市
若
林
区
南
材
木
町
三
八
番
地
の
二

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
号

　

次
の
者
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者
に
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　
　

吉　

田　

幸　

彦

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
十
八
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
十
九
年
宮
選
管
告
示

第
百
三
十
七
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
建
設
支
部
の
平
成
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

２　

収
入
・
支
出
の
内
訳
の

�
　

収
入
の
内
訳
中

「ア
個
人
の
負
担
す
る
党
費
又
は
会
費

1,903,500

　
　
　
         円

」
を
「ア

個
人
の
負
担
す
る
党
費
又
は
会
費

　
　
　

3,903,50

        0  円

」
に
、

「ウ
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

　
　
　

7,000,000

         円

」
を
「ウ

本
部
又
は
支
部
か
ら

供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

　
　
　

5,000,000

         円

」
に
改
め
、

「�
自
由
民
主
党
東
京
都
建
設
支
部

2,000,000

　
　
　
         円

」
を
削
る
。

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
十
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

公
聴
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所
並
び
に
関
係
者
の
範
囲

二　

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件

　

漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
定
置
漁
業
権
及
び
区
画
漁
業
権
の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
等
の
事

前
決
定
に
つ
い
て

雑　
　
　

報

〇
宮
城
県
道
路
公
社
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
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開

催

日

時

 

平
成
二
十
年
四
月
二
十
一
日

　

午
後
二
時
か
ら

　

午
後
四
時
ま
で

平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日

　

午
前
十
時
か
ら

　

正
午
ま
で

平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日

　

午
後
二
時
か
ら

　

午
後
四
時
ま
で

平
成
二
十
年
五
月
二
日

　

午
前
十
時
か
ら

　

正
午
ま
で

平
成
二
十
年
五
月
二
日

　

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

　

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

開

催

場

所

 

塩
竈
市
尾
島
町
十
七
番
十
八
号

塩
釜
商
工
会
議
所

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
一
番
地

の
二
十

女
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
東
中
里
一
丁
目
四
番
三
十
二
号

宮
城
県
東
部
合
同
庁
舎
大
会
議
室

気
仙
沼
市
朝
日
町
一
番
地
一

宮
城
県
気
仙
沼
合
同
庁
舎
大
会
議
室

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
御
前
下
五

十
一
番
地
二

宮
城
県
南
三
陸
合
同
庁
舎
大
会
議
室

関
係
者
の
範
囲

矢
本
町
漁
業
協
同
組
合

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

塩
竈
市
漁
業
協
同
組
合

利
害
関
係
者

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

雄
勝
町
雄
勝
湾
漁
業
協
同
組
合

牡
鹿
漁
業
協
同
組
合

定
置
漁
業
者

利
害
関
係
者

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

石
巻
市
漁
業
協
同
組
合

定
置
漁
業
者

利
害
関
係
者

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

定
置
漁
業
者

利
害
関
係
者

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

定
置
漁
業
者

利
害
関
係
者



よ
り
、
仙
台
松
島
道
路
（
第
Ⅴ
期
）
工
事
の
全
部
完
了
及
び
料
金
の
徴
収
期
間
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
道
路
公
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理

事

長　
　

佐　
　

伯　
　

光　
　

時　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

記

一　

路　

線　

名　
　
　
　
　
　
　

県
道
仙
台
松
島
線
、
一
般
国
道
四
十
五
号

二　

工
事
の
区
間　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
川
下
地
内

三　

工
事
全
部
完
了
予
定
年
月
日　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

四　

料
金
徴
収
期
間

　
　

供
用
開
始
の
日
（
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
日
）
か
ら
三
十
七
年
（
換
算
起
算
日
か
ら
二
十
九
年
）                    

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
三
二
号
（
平
成
十
六
年
二
月
十
三
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
六
号
（
平
成
十
六
年
四
月
二
日
付
け
）
中

（15）　 平成20年３月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1945号　　 

ペ
ー
ジ

三

段上下

行
後
ろ
か

ら
一　二

正

変
更
な
し

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し

な
し

ペ
ー
ジ

六

段上

行九

正

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し


